様式1

日本人生哲学感情心理学会研究倫理審査申請書
	受付番号
	

	受付年月日
	　　年　　月　　日


日本人生哲学感情心理学会
研究担当理事　吉田　悟　殿

　下記の研究について倫理審査を申請いたします。本研究は、ヘルシンキ宣言、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（文部科学省・厚生労働省）」を遵守して計画されています。なお、研究が終了した際は、所定の研究終了報告書を提出いたします。
	審査委員長
	
	
	最終承認

	審査実施
	　　　　年　　月　　日
	
	審査委員長
	

	修正依頼
	　　　　年　　月　　日
	
	最終承認日
	　　年　　月　　日


	研究倫理審査委員会

	科学研究に精通する者
	

	REBT実践に精通する者
	

	その他
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
I. 申請者（研究責任者）及び共同研究者の情報
	申請者

（研究責任者）
	氏名
	

	
	所属・役職
	

	
	E-mail
	

	
	電話番号
	

	
	研究倫理研修

の受講※1
	□有り　　□無し

	申請理由

	□REBT研究への投稿

□研究費の申請

□その他：（内容を記入）

	共同研究者※2

	氏名
	所属
	分担の概要

	
	
	

	
	
	



※1：受講証明書の添付。日本学術振興会のeラーニング可

※2：必要に応じて行を追加してください
II. 研究の概要
	研究題目
	

	研究期間
	年　　月～　　　　年　　月

	介入の有無
	□有り　　□無し

	侵襲の有無と
その内容
	□有り：
□軽微なもの：

□無し

	利益相反の
有無と内容※1
	□有り：（誰が、どこから、何を）
□無し

	実施場所と承認の有無※2
	実施場所：

承認：□有り　　□無し

	研究資金の

出所
	


※1利益相反：研究内容に関する利害関係者からの資金提供や金品の受け取り
※2証明書類の添付

III. 研究計画

	研究の目的、期待される結果、社会的意義
（研究の背景を含めて）

	

	対象者

	募集方法
	

	採用基準
	

	除外基準
	

	対象者数と

その根拠
	

	介入について（介入有りの場合）

	事前登録
	□有り：（内容）

□無し：（理由）

	統制群
	□有り：（内容）

□無し：（理由）

	無作為割付け
	□有り：（方法）

□無し：（理由）

	介入の内容と

スケジュール
	

	プロトコル遵守の確認方法
	

	測定について

	測定内容※
	

	測定時期
	

	データ解析の方法と担当者
	

	介入効果若しくは関連性の有無の基準
	


※質問票を使うのであれば、その添付
IV. 倫理的配慮

	研究協力への同意※1

（インフォームドコンセント）

	同意取得の

対象
	□対象者本人　　□それ以外：（理由）

	同意取得の

方法
	□書面と口頭

□書面のみ：（理由）

□口頭のみ：（理由）

	インフォームドアセントの必要性※2
	□無し（対象者は下記のいずれでもない）
□有り：対象者が18歳未満

□有り：対象者に十分な判断能力がない

□有り：病名への配慮が必要

□有り：（その他の内容）

	前項が「有り」の場合、その方法、工夫の内容
	□対象者自身にもわかるようにインフォームドアセント用の説明文書と同意書を作成する
□保護者若しくはご家族に協力を依頼し、対象者自身へ口頭で説明と同意を受ける
□同意の意思の確認はしないが、口頭で説明し、不快な態度を示し次第、研究への協力を取りやめることとする

□その他：（内容）

	謝金の有無とその理由、内容
	□無し：（理由）
□有り：（内容）


※1説明書類、同意書の添付

※2インフォームドアセント：研究対象者が特別な理由により研究協力への判断が難しい場合に、保護者や家族へのインフォームドコンセントだけでなく、対象者自身にも配慮を伴う説明と同意を行うこと
	個人情報及び試料や資料の管理

	匿名化の方法
	□匿名化しない：（理由）

□連結不可能匿名化※1
□連結可能匿名化※2：（理由）

	前項が連結可能匿名化の場合、管理方法
	対応表の管理者：（氏名）

□データと対応表は別々に鍵の付いた棚若しくはケースに保管する

□その他：（内容）

	同意書等個人情報の管理
	個人情報の管理者：（氏名）

□管理者は、自身に守秘義務が生じることを理解している

□個人情報は鍵の付いた棚若しくはケースに保管する

□その他：（内容）

	研究期間終了後の個人情報及び資料等の扱い
	□直ちに破棄する
□一定期間保管する

　・理由：

　・期間：

　・管理者：

	研究協力に伴う危険性

	研究に伴い生じる可能性のある危険性、不利益、不快等
	

	前項の内容への配慮や補償
	□説明書及び同意書に内容を記載する
□研究協力を取り消したり、途中で辞退したりすることが可能であると繰り返し伝える

□その他：（内容）

	保険への加入
	□有り
□無し：（理由）

	研究対象者の問い合わせ先
	氏名：

所属：

電話番号：

E-mail：


※1収集されたデータを完全に匿名化し、データと個人を結びつける対応表も残さないこと
※2収集されたデータは匿名化するものの、必要に応じて個別のデータから対象者を特定できるように、データと個人を結びつける対応表を作成すること
研究概要
【研究テーマ】


【研究代表者】

【研究の目的と方法】

【同意の撤回】

【個人情報の保護】

【成果の公表】

【研究の危険性】

【企業等からの金品の授受】

【問い合わせ先】

研究協力への同意書
【研究テーマ】
【研究代表者】
· 本研究について、説明を聞き理解した場合は、□にレ印を入れてください。

　□　研究の背景と目的
　□　研究の方法
　□　同意の撤回が可能である点
　□　個人情報の保護の方法
　□　研究成果の公表について
　□　研究の危険性とそれへの対策
　□　研究実施に伴う金品の授受について
　□　問い合わせ先
· 研究協力に同意する場合は日付とお名前を以下にお書きください。
上記を確認したうえで、この研究に協力することに同意します。

年　　　月　　　日

保護者署名（自書）　　　　　　　　　　　　　　　　
同意書撤回書
【研究テーマ】
【研究代表者】
本研究への参加を取りやめたい場合は、本書類を研究代表者に提出してください。
· 次の事項について、正しければ□にレ印を入れてください。
　□　同意を撤回した時点ですでに研究報告が行われていた場合、もしくは、当該参加者から収集したデータを判別することができない場合には、収集したデータを削除することはできないことを理解しました。
· 同意撤回書を提出する日付とお名前を以下にお書きください。
私は、この研究に関する参加への同意を撤回します。

2021年　　　月　　　日
保護者署名（自書）　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先（メールか電話）：　　　　　　　　　　　　　　　　

※撤回書の受領をお知らせします。


申請時チェックリスト

· 本研究は非侵襲的もしくは軽微な侵襲を伴う研究である

· 「侵襲」とは穿刺、切開、薬物投与、放射線照射、心的外傷に触れる
質問等によって、研究参加者の身体又は精神に障害や負担が生じること。

· 「軽微な侵襲」とは、質問紙調査で研究対象者に精神的苦痛等が生じる
内容を含むことを予め明示して、任意で、十分な配慮がなされている
場合など。

· 申請書の記入漏れはない

· 研究倫理研修受講証明書
· 研究実施許可証明書（研究実施許可をすでに受けている場合）
· 介入関連の資料の添付（参加者に呈示する資料がある場合は必須）
· 質問票（使用する場合）
· 説明文章の添付
· 同意書の添付
· 同意撤回書の添付
· インフォームドアセント用の説明文書の添付（必要に応じて）
これらの項目は必ず含まれる必要があります。必要に応じて項目を追加してください。





これらの項目は必ず含まれる必要があります。必要に応じて項目を追加してください。





提出先


メール：


住所：
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